
＜宮内家にも現れたツマグロヒョウモン＞

ツマグロヒョウモン(タテハチョウ科)

↑ ツマグロヒョウモン・おす( 5/21 牛久二中) ↑産卵のためかパンジーの周りをとぶメス(5/27牛久二小)

上の２枚の写真は 12 号で紹介した南方系のチョウ、ツマグロヒョウモンですが、我が家のパンジ

ーもその幼虫に葉をムシャムシャと食べられ、下には緑色の大きめの糞がたくさん落ちていました。
ふん

ツマグロヒョウモンのメスが毒チョウのカバマダラによく似ていることはすでにご紹介しましたが、

雌の方がきれいというのはチョウの仲間では 珍 しいことです。
めずら

さて、この幼虫を見て下さい。赤いトゲと背中のオレンジのラインがいかにも「私に触れたらケガ
ふ

するよ！」と警告しているようです。が、危険はなく手に乗せても大丈夫だそうです。これも危ない
けいこく

毛虫に擬態しているのでしょう。
ぎ た い

そしてさなぎです。一か所でとまってぶら下がっていましたので、もう片方を糸でとめるのに失敗

したのかと思っていましたが、それがこのチョウのさなぎの特徴だということです。触るとイヤイヤ
さわ

するように暴れて、またびっくり。金色に輝くトゲも警告なのでしょうか？ うちの子どもは「カッ
あば

コイ～！」と触っては暴れるのを見て喜んでいましたが。暴れすぎたのか翌日には下に落ちてしまっ

ていましたが、それでも数日後には無事羽化したようです。 【理科支援員・宮内】
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ツマグロヒョウモンの幼虫(左)とさなぎ(右)


